
私
は
か
ね
て
よ
り
、

時
又
か
ら
鹿
島
や
中
の

町
に
至
る
天
龍
川
下
り

と
は
ど
ん
な
も
の
で
あ

っ
た
の
か
知
り
た
い
と

思
っ
て
い
た
。

そ
れ
に
関
す
る
貴
重

な
資
料
が
、
先
頃
、
南

信
州
地
域
資
料
セ
ン
タ

ー
に
寄
贈
さ
れ
た
。
そ

れ
は
、
厚
手
の
台
紙
に

貼
付
さ
れ
た
大
量
の
古

い
写
真
で
あ
る
。

セ
ピ
ア
色
の
写
真
は

い
ず
れ
も
天
龍
川
の
景

観
や
川
波
を
写
し
た
も

の
で
、
台
紙
の
隅
に
は

撮
影
さ
れ
た
淵
や
瀬
の

名
称
が
和
紙
に
墨
書
し

て
貼
っ
て
あ
る
。
特
に

説
明
や
解
説
は
無
い

が
、
全
て
の
台
紙
に

「
天
龍
探
勝
会
印
」
の

朱
印
が
押
さ
れ
て
い

る
。
果
た
し
て
こ
れ

は
、
誰
が
、
何
時
、
何

の
た
め
に
撮
っ
た
写
真

な
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
答
え
を
『
天
龍

峡
紀
行
�
歴
史
と
名
勝

周
遊
�
』（
今
村
真
直

著
、
天
龍
峡
景
勝
の
保

全
復
元
を
願
う
会
編
）

所
載
の
「
天
龍
峡
�
人

と
作
品
�
」（
中
日
ホ
ー

ム
ニ
ュ
ー
ス
の
週
刊
紙

連
載
原
稿
）
に
探
し
当

て
た
。
そ
れ
こ
そ
文
題

の
「
十
大
新
聞
記
者
の

舟
下
り
」（
第
３３
・
３４

回
）、即
ち
標
題
の
「
天

龍
川
探
勝
」
で
あ
る
。

こ
の
企
画
は
、
当
時

の
飯
田
町
長
小
西
吉
太

郎
、
伊
那
電
鉄
会
社
の

伊
原
五
郎
兵
衛
、
世
話

役
の
久
保
田
保
一
等
が

中
心
と
な
り
、
飯
田
町

を
挙
げ
て
推
し
進
め
た

一
大
事
業
で
あ
る
。
詳

細
は
、
写
真
の
一
文
に

詳
し
い
。

天
龍
峡
探
勝
会
組
織

こ
の

成
ル
ヲ
告
グ
。
維
時
大・

正
元
年
十
月
五
日
、
東

・
・
・
・
・
・

都
新
聞
記
者
団
ヲ
招
聘

・
・
・

シ
、
加
フ
ル
ニ
地
方
写

・
・
真
隊
ヲ
以
テ
シ
、
急
湍

・
・

直
下
扁
舟
ニ
棹
シ
テ
行

程
三
十
里
ノ
絶
勝
ヲ
探

す
な
わ

こ
こ

ル
。
乃
チ
茲
ニ
一
行
ヲ

録
シ
テ
永
ク
紀
念
ニ
存

に
せ

ス
ル
事
爾
リ

文
中
の
「
東
都
新
聞

記
者
団
」
は
、
時
事
新

報
の
井
上
勝
好
記
者
を

始
め
、
報
知
・
東
京
日

日
・
萬
朝
報
・
や
ま
と

・
中
外
商
業
・
東
京
朝

日
・
日
本
経
済
通
信
・

大
阪
毎
日
新
聞
等
の
記

者
で
あ
る
。
ま
た
、
地

方
の
信
濃
毎
日
・
南
信

・
滑
稽
於
南
信
新
聞
の

記
者
も
参
加
し
た
。

「
地
方
写
真
隊
」

は
、
郷
土
の
藤
堂
・
梶

間
・
菅
沼
・
井
坪
・
小

林
の
写
真
師
五
人
で
あ

る
。「
扁
舟
」
は
、
舟
二

隻
を
指
す
。
一
隻
に
は

新
聞
記
者
団
一
行
が
、

別
の
一
隻
に
は
写
真
隊

員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
程
よ

く
分
乗
し
た
。

こ
の
「
天
龍
峡
探
勝

会
」
の
構
成
員
は
官
民

様
々
で
あ
る
。
写
真
に

見
る
通
り
、
団
長
の
飯

田
町
助
役
久
保
田
與
市

を
始
め
、
町
会
議
員
の

三
名
、
商
工
会
代
表
の

杉
山
善
九
郎
、
料
芸
組

合
代
表
の
高
橋
竹
次
郎

等
で
あ
る
。
更
に
、
下

伊
那
郡
役
所
吏
員
、
旧

制
飯
田
中
学
校
や
旧
飯

田
高
等
女
学
校
教
員
も

い
る
。

会
の
主
た
る
目
的

は
、「
天
龍
峡
三
十
里
間

の
奇
勝
を
写
真
・
絵
画

・
文
章
等
に
よ
っ
て
広

く
天
下
に
知
ら
し
め
、

以
て
土
地
の
繁
栄
に
資

せ
し
め
ん
と
す
る
」
も

の
で
あ
っ
た
。

動
機
は
、
そ
の
半
月

ほ
ど
前
の
九
月
二
十
一

日
、
大
英
帝
国
皇
帝
名

代
と
し
て
明
治
天
皇
の

御
大
葬
に
参
列
し
た
英

国
の
著
名
皇
族
コ
ン
ノ

ー
ト
殿
下
が
、
天
龍
川

を
下
航
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
。
そ
の
た
め
、
こ

の
企
画
は
大
い
に
世
の

注
目
や
期
待
を
集
め
た

と
思
わ
れ
る
。

企
画
の
顛
末
は
、
当

時
の
新
聞
「
南
信
」
に

も
掲
載
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
以
下
、
そ
の
記
事

も
併
用
し
な
が
ら
述
べ

て
い
き
た
い
。
記
事

は
、
時
又
〜
満
島
〜
中

部
〜
鹿
島
の
順
に
記
さ

れ
て
い
る
の
で
、
本
稿

も
そ
れ
に
随
う
こ
と
に

す
る
。

ま
た
、
最
初
に
問
題

提
起
し
た
多
く
の
写
真

は
、
概
ね
こ
の
時
に
撮

影
し
た
も
の
と
思
え
る

の
で
、
関
係
箇
所
で
適

宜
紹
介
す
る
。

�
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天龍峡探勝会組織成ルヲ告グ

探勝旗を翻しつつ「時又」を発つ一行

当時の新聞「南信」の関係記事
（大正元年１０月９日付）
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